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登壇 

 

司会：ただ今から、堺化学工業株式会社様の、2024 年 3 月期中間決算説明会を開催いたします。

今回の説明会は会場での開催に加え、ライブ配信形式のオンラインと併せたハイブリッド形式で開

催させていただきます。 

まず、最初に同社からお迎えしております、お二方をご紹介申し上げます。代表取締役社長、矢倉

敏行様。IR 担当執行役員、経営企画部長、大釜信治様。 

本日は、ただ今ご紹介申し上げましたお二方から、ご説明いただきます。ご説明いただいた後、質

疑応答の時間といたします。その後に今回、オンラインで参加されている方からもご質問をお受け

する予定です。ライブ配信からの質疑は、チャット機能により実施いたします。 

なお、この IR ミーティングは質疑応答部分も含め、全文を書き起こして公開する予定です。した

がいまして質問される際、会社名、氏名を名乗っていただいた場合は、そのまま公開されます。も

し匿名を希望される場合は、氏名は省略していただいて結構です。 

それでは、どうぞよろしくお願いいたします。 

大釜：改めまして、堺化学工業株式会社、IR 担当の大釜でございます。本日はお忙しいところご

参加いただきまして、誠にありがとうございます。それでは、2024 年 3 月期中間決算説明会を始

めたいと思います。 

まず冒頭、大変申し訳ございませんが、お配りしております資料に関して印刷した後、少し修正が

ございましたので、おわび申し上げます。本当に少しの点なんですけれども、前に投映させていた

だいています資料が修正版となりますので、ご了承をお願いしたいと思います。 
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では、まずはじめに本日のポイントを申し上げます。 

当初想定しておりました事業環境が、想定よりも低調に推移いたしましたので、中間期は減収減益

となりました。下期も大幅な回復は見込めないため、通期予想は下方修正いたしました。 

成長事業と位置づけます電子材料、化粧品材料は、現中期経営計画の下、積極的な設備増強を実施

しましたものの、年度内は市況に連動した緩やかな回復にとどまる見込みでございます。 

化粧品材料は、国内向けは回復しておりますが、欧米での在庫調整や中国の景気減退などの影響を

受けました。 

樹脂添加剤は、東南アジアでの非鉛化の進展を受けまして、鉛系の生産設備の稼働が落ち込みまし

た。今後の方策としまして、非鉛系製品の販売を強化しまして、収益基盤の移行を加速してまいり

ます。 

酸化チタンは、安価な中国品の輸入増など、外部環境が悪化しました。今後は現在執り行っており

ます既存品の価格是正だけではなく、さらなる追加策を講じていきます。 
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本日の説明内容は、このとおりになっております。前半の 1 番の項目は私、大釜から。2 番目以降

は、社長の矢倉から説明いたします。 

それではまず 1 番目、2024 年 3 月期の中間期業績結果と、事業別の結果を説明いたします。 
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まず、中間期の売上高でございますが、売上高 404 億 7,100 万円。対前年同期比でこれは比較し

ております。前年同期比で 22 億 2,200 万円のマイナスとなりました。 

営業利益は 9 億 1,700 万円、前年同期比で 23 億 5,000 万円のマイナスとなりました。経常利益は

8 億 8,500 万円、前年同期比で 29 億 4,400 万円のマイナスとなりました。 

親会社株主に帰属する当期純利益は、20 億 3,300 万円の赤字となりました。前年同期比で 49 億

500 万円のマイナスとなりました。 

結果、減収減益となったわけですが、主な要因としまして、酸化チタン事業におきまして安価な中

国品の国内流入増加による市場環境の悪化によりまして、販売数量が落ち込み、生産調整による稼

働率の低下の影響もございまして、減収減益となりました。 

そして当期純損失でございますが、繰延税金資産の取崩し 19 億 3,200 万円を実施したため、当期

純利益はマイナスとなりました。 
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続きまして、事業別の売上高、営業利益をご説明いたします。 

化学事業に関しましては、売上高 363 億 1,300 万円、前年同期比で 22 億 5,900 万円のマイナスと

なりました。営業利益は 18 億 9,600 万円、前年同期比で 22 億 6,600 万円のマイナスとなりまし

た。 

医療事業ですが、売上高は 41 億 5,800 万円、前年同期比で 3,600 万円のプラスとなりました。営

業利益は 1 億 4,400 万円、前年同期比で 9,500 万円のマイナスとなりました。 

化学事業は減収減益でございました。こちらは先ほど申し上げましたように、酸化チタンを中心に

販売数量が大きく減少した影響で、減収減益となりました。 

医療事業は増収減益となりました。サプリメント等の新規事業品の販売量が伸びてきたこと、また

既存事業であります医療機器のリニューアル品や OTC 医薬品の販売量が堅調に推移しまして、こ

のことで増収となりました。 

しかし、バリウム造影剤やアルロイド G での販売数量の減少や、薬価切下げの影響が大きく、減

益となりました。 
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続きまして、貸借対照表でございます。 

まず、右側に記載しております主な増減の要因を説明いたします。一つ目、棚卸資産の増減要因を

記載しております。これは対前期末比で載せております。数量の影響で約 6 億円のマイナスとなり

ました。ただ単価影響でプラス 7 億円、合計で約 1 億円のプラスとなりました。 

棚卸資産に関しましては、前期末にかけまして増加した棚卸資産について生産調整を行った結果、

数量は減少いたしました。 

続きまして、投資その他の資産の主な増減要因ですが、投資有価証券の評価額による影響額がプラ

ス 10 億 1,200 万円ございました。ですが、繰延税金資産の取崩しによる影響額がマイナス 19 億

3,200 万円ございました。 

三つ目、固定負債でございますが、転換社債の発行で 30 億円のプラス、そして長期借入金 19 億

9,500 万円増えました。 

最終的にこの中間期末で、総資産に関しましては 1,315 億 7,500 万円、負債合計が 509 億 1,900 万

円。純資産は 806 億 5,600 万円となりました。 
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続きまして、こちらはキャッシュフローになります。こちらも右側の増減の要因を、まず説明いた

します。 

まず、棚卸資産の圧縮によりまして、前期はかなり営業キャッシュフローがこの影響でマイナスと

なりましたが、営業キャッシュフローはこの圧縮により改善されました。 

そして投資キャッシュフローは飛ばしまして、転換社債を発行しましたので、30 億円の財務キャ

ッシュフローがプラスになっていることと、あとは堺商事株式会社を完全子会社化するために、

2023 年 9 月末時点で 26 億 3,100 万円を計上しています。こちらは総額では約 32 億円になりま

す。 

結果、営業キャッシュフローとしましては今期 31 億 8,700 万円、投資キャッシュフローは 16 億

2,500 万円のマイナス、財務キャッシュフローは 15 億 8,700 万円のプラス。期末の現金残高は

155 億 2,400 万円となっております。 

ここからはお手元の資料をご覧いただきながらとなりますが、まずはセグメント別の業績を説明い

たします。 
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まず、電子材料でございます。 

電子材料のこの中間決算のポイントですが、出荷数量が減少いたしました。これは前年同期比で

25.2%のマイナスとなっております。 

この要因ですが、前期下期以降よりパソコン、携帯電話などの民生用機器向けの半導体市場の低迷

が続いておりまして、当社の誘電体、チタン酸バリウム、誘電体材料の高純度炭酸バリウムともに

出荷数量が減少しましたので、減収減益となりました。 

結果、売上としましては 40 億 9,700 万円、営業利益は 2,400 万円。減収減益という結果になって

おります。 
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続きまして、こちらは成長事業の化粧品でございます。 

こちらの中間決算のポイントですが、特に海外向けでの販売が落ち込みました。これが非常に大き

かった影響を受けております。販売数量は全体で、対前年同期比で 16.9%のマイナスとなっており

ます。また、在庫圧縮に向けた生産調整も影響しまして、工場休止費用を計上した結果、営業損失

となりました。 

結果、この中間期の売上高は 11 億 9,400 万円、営業利益は 800 万円のマイナスとなりまして、減

収減益という結果になりました。 
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こちらは、効率化検討事業の酸化チタン・亜鉛製品でございます。 

この中間決算のポイントですが、酸化チタンに関しましては、これまでも述べましたように、価格

改定は徐々に市場に浸透してきてはいるものの、安価な中国品の攻勢で市場環境が悪化し、前年同

期に比べ出荷数量が減少し、稼働率も低下したことで、減収減益となりました。数量は前年同期比

で 20.4%のマイナスとなっております。 

亜鉛製品ですが、自動車タイヤ向けなどの販売数量が堅調に推移するも、亜鉛相場が前年同期より

も大きく下落しまして、相場に連動するかたちで販売単価がその影響を受けたので、減収減益とな

りました。 

結果、この二つの合計ですが、売上高は 70 億 8,200 万円、営業利益は 5 億 1,900 万円の赤字とな

りまして、こちらも減収減益となりました。 
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続きまして、こちらも効率化検討事業の樹脂添加剤でございます。 

この中間決算のポイントですが、国内向けは、価格改定は市場に浸透していってはいますが、住宅

など幅広く使用される建材や継ぎ手、パイプなどの PVC、ポリ塩化ビニルのことですが、PVC 市

場が低下した影響で販売数量が減少したため、減収減益となりました。 

海外向けに関しましては、鉛系から非鉛系安定剤への切替えが進む中、タイでの鉛系安定剤の販売

量は減少しましたものの、同国およびベトナムでの非鉛系安定剤の販売数量が増加し、価格改定の

市場への浸透もございまして、増収増益となりました。 

結果、樹脂添加剤としましては売上高 69 億 4,400 万円、営業利益は 2 億 7,300 万円、増収減益と

いう結果になりました。 
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こちらは安定事業の衛生材料です。こちらは価格転嫁やコスト削減が進んだことで、増収増益とな

りまして、営業利益率も改善しております。 

売上高は 27 億 6,300 万円、営業利益は 2 億 5,600 万円、増収増益という結果になっております。 
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続きまして、有機化学品でございます。 

この中間決算のポイントですが、医薬品の原薬中間体は原薬の販売量は増加しましたが、医薬中間

体の販売量が減少しましたので、減収減益となりました。 

チオ製品は、プラスチックレンズ向け添加剤の販売量が期初予想よりも上回り、増収となりまし

た。しかし、原燃料高に対する価格転嫁は進展してはいるものの、さらなる高騰分の影響は避けら

れず、減益となりました。 

結果、有機化学品としましては売上高 37 億 2,700 万円、営業利益は 8 億 600 万円、減収減益とい

う結果になっております。 
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続きまして、効率化検討事業の触媒でございます。 

中間決算のポイントですが、樹脂の水素添加工程などで使われるニッケル触媒に関しましては、原

料価格上昇についての価格転嫁が進展しまして、収益が改善しました。 

火力発電所やごみ焼却施設で使用される脱硝触媒は、前期で業績に貢献した海外向け大型物件の出

荷が一段落しましたので、その影響によりまして減収減益となりました。 

結果、触媒としましては売上高 16 億 8,900 万円、営業利益 2,700 万円と、減収減益という結果に

なりました。 
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こちらは、安定事業の受託加工でございます。 

中間決算のポイントですが、加工顔料は、前年同期に比べ自動車関連向けの販売が増加しました

が、建材向けや浴用剤向けなどの販売が落ち込み、原燃料高の影響を受けたこともあり、減収減益

となりました。 

焼成、混合、乾燥等の工程受託は、大型案件が受託終了となり、その影響もあり減収減益となりま

した。 

結果、受託加工としましては売上高 30 億 900 万円、営業利益 2 億 1,300 万円、減収減益という結

果になりました。 
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続きまして、医療事業でございます。 

中間決算のポイントですが、バリウム造影剤は国内、輸出ともに出荷量が減少し、原材料高の影響

も受け、減収減益となりました。 

アルロイド G は、薬価引下げの影響と販売数量の減少で、減収減益となりました。 

医療機器は、内視鏡洗浄消毒器のリニューアル品を上市し、順調に出荷台数を伸ばしました。 

風邪薬、改源など、一般用医薬品は堅調に推移し、増収増益となりました。 

そして、新規事業として注力中の美容医療機関向け製品、紫外線サプリメントなどが期初予想より

も販売量が増加しましたので、増収増益となりました。 

結果、医療事業としましては、売上高は 41 億 5,800 万円、営業利益は 1 億 4,400 万円、減収減益

という結果になりました。 
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1 番目の最後ですが、2024 年 3 月期の通期業績予想でございます。 

通期予想、売上高は 840 億円、営業利益は 19 億円、経常利益は 17 億円、親会社株主に帰属する

当期純利益は 8 億円の赤字と予想しております。 

いずれも下方修正しておりますが、売上高は電子材料を中心とした、当初見込んでいた下期からの

需要回復が見込めなくなりましたので、当初計画の 910 億円から 840 億円へ、マイナス 7.7%にな

りますが、下方修正いたしました。 

営業利益は売上高同様に、下期に見込んでいた電子材料での収益が見込めなくなったため、当初計

画の 45 億円から 19 億円へ、大きく下方修正しました。57.8%のマイナスと見込んでおります。 

2 番以降は、社長の矢倉から説明させていただきます。 
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矢倉：それでは、後半は私、矢倉よりご説明いたします。改めて、こちらのスライドをご覧になっ

てください。 

売上高と営業利益について、当初見込み、上期実績、そして修正見込みがあり、この色の付いた部

分が当初見込みからの増減額と増減率を示しております。なお、この当初見込みですが、この言葉

は後で何度も使用いたしますが、本年 5 月 12 日に決算短信時点でお示ししました、2024 年 3 月

期の業績予想時のものとご理解ください。 

左端の当初見込み欄、営業利益の上期、下期の差をご覧いただくとお分かりのとおり、もともと上

期は保守的な業績を、そして下期以降は電子材料を中心とした回復を期待して、業績の見込みとい

たしました。 

それを踏まえた上で、一番右側の増減率をご覧になってください。上期実績は当初見込み比で売上

高がマイナスの 5.9%、営業利益でマイナスの 23.6%、当初見込みを下回る結果となりました。 
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次に、下期については当初期待していた収益の回復が当期中に見込めないとの判断から、当初見込

み比で売上高はマイナスの 9.3%、営業利益につきましてはマイナスの 70.2%と大きく下方修正す

ることとなりました。 

この上期での見込み違い、そして下期での大きな見込みの違いについて、特に乖離が大きかったセ

グメントを中心に、その背景と今後に向けた取り組みを説明いたします。 

 

まずは、各セグメントでの上期利益見込みに対して、上期実績がどうであったのかを見ていきま

す。 

一番左側の棒グラフが、当初上期見込みの営業利益の 12 億円、電子材料、化粧品材料、有機化学

品と、セグメントにおける当初見込みとの乖離額が並び、その増減の結果、9 億 1,700 万円、上期

実績となりました。 

もともと、上期業績は厳しいと見込んでおりました。そんな中、結果として電子材料、有機化学

品、受託加工、触媒については見込みに対して上振れした一方で、化粧品材料、酸化チタン・亜鉛

製品、樹脂添加剤、医療事業その他の四つのセグメントは、下振れとなりました。 
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その中でも突出して見込みを下回ったのは、濃い赤色で示した酸化チタン・亜鉛製品でございま

す。当初見込みから、マイナス 5 億 2,200 万円の乖離となりました。 

 

次に、通期見込みと下期修正後の各セグメント別の営業利益についてご説明します。 

先ほどと同様に、左から当初見込みの営業利益の 45 億円から始まり、各セグメントの営業利益に

おける当初見込みとの乖離額が並び、今回下期修正いたしました 19 億円に並んでまいります。 

当初、下期から需要が回復すると見込んでいた電子材料を中心に、ほぼ全てのセグメントで当初見

込みからの下方修正となりました。特にマイナス幅が大きいと見ているものを濃い赤色でお示しし

ておりますが、成長事業と位置づけている電子材料と化粧品材料、効率化検討事業と位置づけてい

る酸化チタン・亜鉛製品と樹脂添加剤。これら四つになりまして、これらでマイナスの 9 割以上を

占めております。 

次ページ以降、この四つの事業について、それぞれの背景と今後に向けてをお話ししてまいりま

す。 
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まずは、当初利益から最もマイナス幅が大きい見込みの電子材料からご説明いたします。 

緑の棒グラフが国内生産コンデンサの年度別月平均個数を示しており、左軸で単位は億個パー月と

なります。一方、折れ線グラフは 2014 年度を 100%とした、当社電子材料製品の販売数量指数を

示しており、濃い青の折れ線グラフは誘電体材料、赤い折れ線グラフは誘電体を示しております。 

ご覧のとおり、国内生産コンデンサ個数と当社電子材料製品の販売量には、おおむね相関がござい

ます。それを踏まえて、四角で囲んだところをご覧になってください。 

直近の国内生産コンデンサ個数は、2022 年度よりも減少しており、当社の上期販売水準もそれに

即したかたちで、前年比で減少していることが見てとれます。ここまではある程度見込んでおりま

したが、折れ線グラフの 2022 年度から伸びる点線、こちらをご覧ください。当初通期見込みで誘

電体材料で 185%、誘電体で 138%まで販売量は回復すると見ておりましたが、長引くコンデンサ

の生産調整の影響もあって、誘電体材料は 150%、誘電体は 122%程度の販売量にとどまる見込み

でございます。 



 
 

堺化学工業株式会社 2024 年 3 月期中間算説明会 
 

当初の期待どおりとはいかないものですが、上期実績に比べれば徐々にですが販売量は上向いてい

く見込みでございまして、次年度以降での本格的な回復に期待しております。また、これは市況に

よる外的要因が強く、当社の業界内でのシェアの喪失だとか、開発品の遅れといった内部要因では

ないと見ております。 

今後に向けては、誘電体は水熱合成法の特徴を生かした小粒子径のボリュームゾーンに注力してい

くとともに、誘電体材料については本中計期間前半で投資いたしました設備の稼働を、着実に上げ

ていくことに注力してまいります。 

 

続いて、同じ成長事業として位置づけている、化粧品材料についてご説明いたします。 

緑色の棒グラフ、市況として日焼け止め、および日焼け用化粧品の国内販売量を示しております。

左軸で単位はトンパー年でございます。折れ線グラフは 2019 年度を 100%とした際の当社化粧品

材料の月平均販売数量指数を示しておりまして、濃い青の折れ線グラフが国内の販売数量指数、赤

い折れ線グラフが海外向けの販売数量指数を、それぞれ示しております。 
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2023 年中間期の市況データにご注目ください。このデータは今年 8 月までの総量になり、既に前

期 1 年間の総量に匹敵しております。国内でも通常の生活へおおむね戻り、マスクも外れてきたこ

とへの裏づけでございまして、それを踏まえ、材料として需要期を迎える下期以降、国内販売量は

回復し、水色の点線でお示しした当初見込みを上回る 116%となる見込みでございます。 

一方の足元の課題は、海外向けでございます。赤い折れ線グラフにご注目ください。オレンジ色の

点線で示したとおり、年間平均 100%の販売を当初は見込んでおりました。今回 70%の計画へ下方

修正いたしました。原因としては、コロナがいったん落ち着いた 2021 年度から 22 年度にかけ

て、海外向けが多く出荷を伸ばした分、ユーザー側での在庫調整が依然続いている模様でございま

す。 

また、当社から直接の輸出はございませんが、末端製品の中国での動向が鈍っている情報もあり、

中国での消費の低迷がどの程度、当社製品の販売に影響があるのか、現在情報を精査中でございま

す。 

今後に向けてですが、まず組織面に関しては、9 月の 16 日付でコスメティック・イノベーション

部を設立し、営業と開発機能を同一の組織に束ね、スピーディーな材料の提案力強化を図りまし

た。また、課題である海外展開においても、すでに実績が多いアメリカを中心に欧州エリアも含

め、地域特有の化学物質規制対応をしながら、営業および供給体制の強化を進めております。 

そして日焼け止め材料以外の化粧品分野、特にメイク材料をターゲットに、当社が保有する豊富な

元素の素材を提案していくことで、化粧品材料事業としての幅を広げていきたいと考えておりま

す。 
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続きまして、効率化検討事業に位置づける樹脂添加剤事業についてご説明いたします。 

棒グラフが塩化ビニル樹脂、つまり PVC 市況を示しておりまして、緑色が国内、ピンク色がタイ

およびベトナムの市況を示しておりまして、左軸で単位は 1,000 トンパー月となります。折れ線グ

ラフは 2018 年度を 100 としたときの、当社樹脂添加剤事業の月平均販売数量指数を示しておりま

して、赤色が海外現地での販売の動き、濃い青色が国内での販売の動きを示しております。 

青色の国内は、国内 PVC 市況が下降気味であり、当初年間見込みの 85%から 70%へ販売見込みを

下方修正いたしました。また、海外については、年間見込みの 146%には届かず、121%となる見

込みでございます。 

主要因はタイ国内で、当初の想定以上に鉛系安定剤の販売がふるわなかったためでございます。鉛

系安定剤につきましては、タイ周辺国への輸出強化によって販売量確保に努めることで、落ち込み

はカバーできる見込みであり、併せて既に進めている非鉛系安定剤の販売をさらに推進していく予

定でございます。 
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このために現地スタッフの配合提案力強化などを目的に、本社工場での研修を既に開始しておりま

して、ピンク色の棒グラフでもお示ししているとおり、年々増加してきている東南アジアでの

PVC 需要を見据え、現地での拡販に引き続き注力してまいります。 

 

そして最後に、同じく効率化検討事業に位置づけている、酸化チタン・亜鉛製品についてご説明い

たします。本セグメントに占める酸化チタンの割合が非常に大きく、マイナス要因のほとんどが酸

化チタンですので、ここにフォーカスを当てて説明させていただきます。 

このスライドは、2018 年度を 100%としたときの中国品酸化チタンと、当社酸化チタンの販売数

量と、販売単価の指数推移を示しております。上側のグラフが販売数量の指数で、下のグラフが販

売単価の指数推移を示しております。赤い折れ線グラフが中国品、青の折れ線グラフが当社品の推

移を示しております。 

まず、上側の数量推移ですが、2023 年度に入り、中国品が大量に国内に流れていることが分かり

ました。そして下側のグラフにございます単価推移を見ますと、当社は上期 140%の見込みに対

し、151%と価格改定を想定以上に進めておりますが、中国品に関しては前年が 132%から 110%

に、大きく下げてきていることがよく分かるかと思います。 
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このように、中国景気の悪化の影響によりまして、中国国内で販売し切れなくなった現地品が安価

で日本国内に入ってきておりまして、国内の酸化チタンを取り巻く環境は厳しさを増しておりま

す。 

このような背景もあり、量は追わない方針の中、上期実績は当初見込みの 79%から 70%へ販売減

が落ち、さらに当期の年間仕上がりは 68%まで減少するという見込みでございまして、それに伴

う原価に占める単位当たりの固定費負担増が重荷となって、利益率をさらに落とす格好となってお

ります。 

このように厳しい事業環境は今後も続きますが、中国品の動きを見きわめながら、販売価格の是正

だけではなくて、追加策を講じてまいる予定でございます。 

 

以上、これまでが当初見込みから大きく下方修正を見込む 4 事業についての説明ですが、ここでこ

れらをまとめます。 

電子材料については、足元は国内コンデンサ生産量が依然低調に推移しておりますが、自動車の

EV 化や 5G、6G といった電子機器の高性能化が進むにつれ、コンデンサ需要の増加に伴い生産量
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も回復していき、当社販売量も増加していく見込みでございます。それに向けた設備投資や堺商事

の完全子会社化も含めた、原材料調達の強化等には、施策はもう実施済みでございます。 

化粧品材料につきましては、国内需要は回復が見られており、日焼け止めへの意識も高まっている

ことから、順調に出荷数量を伸ばしていく見込みでございます。一方の海外需要については、少な

くとも中国を除いた現地での在庫調整が解消されてくれば、出荷量の回復が見込めると考えており

ます。中国関連は不透明な要素があり、引き続き精査をしてまいりたいと考えております。 

次に効率化検討事業でございますが、酸化チタン・亜鉛製品事業ですが、安価な中国品の流入など

市場環境が悪化してきており、厳しい状態が続く見込みでございます。収益の急激な悪化により、

これまでの取り組みに加え追加策を講じながら、早急に収益の改善を進めてまいります。 

もう一つの樹脂添加剤事業は、国内の PVC 市況は下降気味で厳しい状況が続く見込みですが、一

方の海外は市場の広がりとともに鉛系から非鉛系へ、安定剤の切替えが進んでいく見込みでござい

ます。それらを踏まえ、国内では低採算品の価格の是正や廃盤を推し進め、国内から海外へと販売

ポートフォリオの改善をさらに進めてまいります。海外に関しては灌漑対策向けの需要など、広が

っていく PVC 市況を踏まえ、タイ、ベトナムを中心に現地での非鉛系安定剤の拡販に注力してま

いります。 
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最後に、株主還元と設備投資などの見込みについてお話しいたします。 

株主還元につきましては、業績を大きく下方修正しておりますが、現時点では期初発表しておりま

した金額からの変更はなく、中間期で 35 円、期末期でも 35 円の計 70 円配当を実施する見込みで

ございます。 

また、次年度以降の株主還元、配当方針に関しましては、足元詰めております新中期経営計画の発

表時にお知らせいたします。 

なお、新中期経営計画につきましては、当初年度内にお示しできるものということで計画を進めて

まいりましたが、この足元の大幅な業績の悪化を受け、土台となる営業利益の水準だとか、各種取

り組み内容により、より精緻な検討が必要との判断に至りました。したがいまして、新中期経営計

画につきましては今期末の決算発表時期に、併せて発表する方向で検討してまいりたいと考えてお

ります。 
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設備投資・減価償却・研究開発費推移については、赤枠をご覧ください。当初見込みからの変更は

なく、大きな設備投資の予定はございません。 

研究開発費につきましても、パイロットスケール品の製造移管や、医薬原薬中間体の CDMO 化に

向けた準備を進めるべく、必要な投資を実行していく予定でございまして、当初見込みに既に織り

込んでおりますので、変更はございません。 

当社からの決算説明は以上となります。ご清聴ありがとうございました。
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質疑応答 

質問者[Q]：ご説明ありがとうございます。東証からの PBR 改善要請があると思いますが、それに

ついてどのように考えられていますでしょうか。 

矢倉 [A]：ご質問ありがとうございます。PBR 改善要請については真摯に対応していかなければな

らないと考えておりまして、今は非常に PBR が低い会社ですので、やはり収益の低い効率化検討

事業などは抜本的な見直しを図りながら、少しずつ収益を上げていきながら、キャッシュフローを

改善し、PBR も改善していくやり方を考えております。 

司会 [M]：ありがとうございます。続いてご質問、どうぞ。よろしいですか。会場からの質問はな

いようでございますので、続きましてオンラインでご参加の方からのご質問に移らせていただきま

す。ご質問につきましては IR 担当者様が取りまとめておられますので、この後は進行をよろしく

お願いいたします。 

話者 [M]：それでは質問者様、チャットでコメントいただけると助かります。音声等のやり取り

が、事前の確認で不具合が生じておりましたので。今、届きました。読み上げます。 

質問者[Q]：営業赤字となっていますが、定修などの一過性要因がどの程度あったのでしょうか。

中間ではなく、2Q ネットということです。7、8、9、第 2 クォーターで。 

矢倉 [A]：細かくは計算できていないのですが、大体ざっと見て 2 億円ぐらい引き下げていると見

ています。 

大釜 [A]：補足ですが、2 クォーターにはやはり定期修理の影響がございまして、先ほどの 2 億円

はその定期修理等の影響で 2 億円ほど、マイナスを見込んでいる。要は一時的なものというところ

です。 

話者 [M]：今のお答えでよろしいでしょうか。追加があれば、またお手数ですがチャットでよろし

くお願いいたします。 

質問者[Q]：下期のサブセグメント別の見方を教えてください。2Q と比べて改善するのは、どのサ

ブセグメントですか。 

話者 [M]：質問者様、こちらから確認ですが、上期から下期にかけて改善していくセグメントとい

う理解でよろしいでしょうか。 
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質問者[Q]：23 ページの確認について。2023 年第 2 クォーターで 113%、2023 年見込みが 122%

というのは、下期については 130%ぐらいになるという意味でしょうか。だとすると、かなり改善

するという意味と捉えられますが、いかがでしょうか。 

大釜 [A]：電子材料に関しましてはご指摘のとおり、下期で回復を見込んでおりますが、ただ当初

計画に比べますとやはり、当初見込んでいた回復よりは緩やかとなりますが、ご理解のとおりで合

っているかと思います。 

話者 [M]：大釜からお答えしましたが、よろしいでしょうか。 

質問者[Q]：ではその同じ理屈でいえば、化粧品材料は上期で 34%、通期で 70%ということは、下

期は 100%ぐらいまで戻るということでしょうか。 

大釜 [A]：はい。化粧品に関しましても、もともとこれは季節商品ということもございまして、上

期よりはかなり回復する見込みでございまして、数量的にも大体そのご理解で合っているかと思い

ます。 

話者 [M]：以上、大釜より回答申し上げました。ほか追加、ほかのご質問ございますでしょうか。

特に手が挙がらないようですので、マイクを事務局にお返しいたします。 

司会 [M]：ありがとうございます。念のため、会場でお集まりの方から追加のご質問がございまし

たら、どうぞ。よろしいですか。特にないようでございます。会社様から、もし何か追加事項がご

ざいましたら、いかがでしょうか。よろしいですか。分かりました。 

それでは以上をもちまして、本日の決算説明会を終了いたします。皆様、どうもありがとうござい

ました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 



 
 

堺化学工業株式会社 2024 年 3 月期中間算説明会 
 

免責事項 

本資料は、情報の提供を目的とし、本資料による何らかの行動を勧誘するものではありません。本

資料（業績計画を含む）は、現時点で入手可能な情報に基づいて当社が作成したものであり、リス

クや不確実性を含んでいるため、実際の業績はこれと異なる結果となる可能性があります。また、

化学事業のサブセ グメントの数値は任意で公表しているものであり、監査を受けておりませんの

で、参考値とご承知おきください。ご利用に際しては、ご自身の判断にてお願い いたします。本

資料に記載されている見通しや目標数 値等に依存して投資判断されることにより 生じうるいかな

る損失に関して、当社は責任を負いません。 


